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1
. はじめ に

新潟大学留学生セ ンタ
ー

で は, 1 9 9 9 年 4 月より本学 に在籍 するす
べ て の留学生が 自主的

に
, 当留学セ ンタ

ー 提供 の日本語クラス を選択 して , 受講で きる ようにな
っ たo こ れは, 当

セ ンタ ー

が多様な目的を持 つ 留学生の ニ
ー ズに答え, さまざまな段階を経て 至 っ た結果で

ぁる ｡ こ の 新 しい システ ム の基本的な考えは,
｢ 学習者である 留学生が , 自分の研究 に役

立つ ように, 何を, どの ように, どんな目的で 学ぶか を, 自
主的に設定 し, 日本語学習を進

めて い く+ とい う考えで あるo 当セ ンタ
ー では, 留学生の自主的な学習に対応で きるよう

日本語 クラスの コ
ー ス デザイ ンや授業内容の 検討をセ ンタ

ー の 教員全員で行 っ て い る o

本稿で は, 1 . 当セ ンタ
ー の ｢ 学生による自主的な学習+ が, 従来 の 日本語教育

の 考えを発

展させ た新 しい 考えに基づ い て い るこ とを簡単 に紹介 し,
2 ･ 当セ ンタ

ー

で 筆者が関わ っ た

日本語プ ロ グラムの具体例 を紹介しながら, 学生主体
のク ラス における語学教師の役割に

つ い て考察する｡

2 . 状況的学習論 と日本語教育

日本語 ･ 日本事情教育の 学習内容や学習方法に つ い て さまざまな研究や実践
が おこ なわ

れて い るが, 最近, 従来の 言語技能習得が中心で ある語学教育や,
一 方的な目的文化 へ の

同化 を強い るような日本事情教育で はなく, 文化的相互理解 を視野
に入 れた教育プロ グラ

ムで なければならない とい う意見が 多く出て きて い る o (注 1) また, 学習
主体が留学生だ

けで はなく, 教師と学生, も しくは , 留学生と日本人学生とい っ た双方向的
･ 多方向的なイ

ンタ ー

アクシ ョ ンを含んだプ ロ グラムの 実践も各大学で お こなわれて
い る o (注 2) 双方

向 ･ 多方向的な異文化理解教育をプ ロ グラム に取り込 んだ留学生教育は, 単
に留学生に と

っ で快適 な学習環境を提供 して い る だけで はなく, 日本人学生 にと っ ても グ
ロ ー バル な人

材養成 につ なが る ｡

以上の考えは, 異文化間教育の中から出て きたもので あるが,
この双方 W

･ 多方向的な

教育は, 西口 ( 1 99 9) の 紹介する状況学習論 にお
い ても類似点が見られ る o 西 口 ( 1 9 9 9)

で は
,
行動主義や認知主義の 学習観の 発展 をあげ,

認知主体で ある個人 の あらゆる認知過

程を重視 して い る認知主義学習観の 寄与を認 めなが らも , 行動主義と認知主義 の 学習観 に

っ い て, 学習が個人の
｢ 頭の中+ で起 こ るとい う点で は同 じで あると批判 して い るo (注 3)

さらに, 状況学習論や正当的周辺参加論を例 に, 新 し
い学習 に つ い て の考え方と して, 主

体が特定 の知識や技能を獲得 する過程で はなく,
ある何か の実践によるさまざまな局面で

の 人間的な関わりあい の 中で起こ る個人 の 全人的な変容を提唱 して
い る o 特に言語学習で
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は
, さまざまな人とのイ ンタ ー アクシ ョ ンをとお して学習者が経験しながら, 目標言語を
獲得 するとい う考えで ある o こ の 西 口 ( 1 99 9) の 提唱する新しい 学習観は

,
日本語教育関

係者で あれば, 思い 当たる点である ｡

具体的に言うと
,
現在

,
日本語教育機 関で行わ れて い る日本語教育機関の コ ー

ス シ ラバ

ス は
,
文型積み 上げ式の もの が 多い が, 文型 がわか っ て い ても日本語の運用が十分で きな

い 学生が多い o また, 教室内では優秀な学生が,
一

旦教室外に出ると十分 日本語で コ ミ ュ
ニ ケ

ー

シ ョ ンが とれな か っ たり, 文化的な摩擦を起こ したりする o 学生の ため に
,
い ろい

ろな工夫を しなが ら文法項 目を定着 させ ようと努力 して い る の に
,
どうもうまくい かない

とい う経験は日本語教師ならだれ でも持 っ て い るだろう o 理解 する こ とと使用する こ とは,
違うことで あると言えば, まさにそのとおりで あるが

, 日本語教師は, ｢ 理解+ から ｢運用+
へ の 橋渡 しを, 認知主義の 学習観か ら生まれ たコ ミ ュ ニ カテ ィ プア ブ ロ ー チ などを利用 し

て時間をかけて 学生たちが ｢運用+ で きるように指導 して きた○ つ まり
,
日本語学習者は

,

まず
, 文法知識を理解 し覚え, そ の 上で

,
運用 練習をおこ なうとい う考え方で ある ｡ また

,

教師の役割も学習者の学習過程を教師自身が強く管理する ようなもの であ っ た ｡ よく, 外
国語学習における ｢ 正確さ+ と ｢ 流暢さ+ が とりあげられるが

, 文法知識等を文型積み上

げゐ学習過程の 中で学習 し, ｢ 正確さ+ をまず作り出 し, そ の後で, 運用練習をお こ ない な
が ら ｢ 涜暢さ+ を身に つ けるとい う過程で, 従来 の 日本語教育が進め られて い た｡
筆者の 場合も, 1 9 94 年から地域在住 の外国人居住者対象の ボラ ンテ ィ ア日本語教室 に関
わるようにな っ て から

,
こ の ｢ 理解+ から ｢ 運用+ とい う日本語学習法 に疑問を持つ よう

にな っ たo つ まり
,
地域 に在住する外国人に対する日本語学習支援で は,

一

律的な教授方
法で は

, 対応 しきれない の である o さらに言えば,
一

律的な方法で 日本語を教える こ とが
,

日本文化を含 めた日本語を, 押 し付 け る ことにな り, とても ｢ 共生+ を目標 に した ｢ 地域
の日本語学習+ とはほど遠 い支援にな っ て しまうので ある ｡ (注 4)
同様 に

,
こ の こ とは, ある側面におい て

,
6 ケ月間の 大学院進学予定者 に対する日本語研

修 コ ー ス (予備教育) で も, あてはまる こ とである o 日本語研修 コ ー ス に在籍する大学院
進学予定者は , さま ざまな研究テ ー

マ を持 っ て い る o たとえば
, 医学部や歯学部 に進学予

定の学生たちは, 英語で論文を書き, また, 研究室内で も英語で コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ンをす
るこ とが多い o よ っ て

, その ような学生が必要な日本語とは
,
日本で生活するの に必要な

日本語および, 患者 さんとコ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ンをとるため に必要な日本語である o
一

方
,
経

済学を専攻する学生に とっ て は, 医学部, 歯学部の 学生と異なり, か なりの 部分で 日本語
が 必要とな っ てくる o こ の ようなさまざまな日本語の ニ ー ズを, 6 ケ 月とい う非常に限 られ
た時間で , 日本語の 文法知識 をつ め こみ , 運用力 に発展で きるように指導 して い く こ とは
学生に相 当の 無駄 と負担 をか けるこ とになる ○ む しろ

, 文法項 目とい っ た知識だけではな
く聴解九 会話力とい っ た総合的な力を何か の 活動を通 して体験的に学習するほうがより
有機的に ｢ 日本語+ とい う言語の 総合的学習ができるの で はない か と

,
西口 ( 1 9 9 9) と同

じように考える｡

これは
, 従来 の 日本語教育の方法がまちが っ て い るとい う意味では なく

,
多様化 した留

学生 の ニ ー ズに こ たえる ため に
,
さま ざまな教育プロ グラム の バ リ エ ー

シ ョ ン が必要で あ
るとい う意味で ある o よ っ て

,

｢ 理解+ か ら ｢ 運用+ とい う教育 ア プ ロ ー

チも, い ろい ろ
ある教育ア プロ ー

チ の 中の 一

つ と捉え, それらを発展させ たもの として ｢ 学習者主体の学
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習+ プ ロ グラ ムを当セ ンタ
ー で , 設定 した o

こ れにより, 教師の役割も, 学習者を強く管理する方向とは大 きく異なる ことになる o

以下, 当セ ンタ
-

で実施して い る具体的なプ ロ グラ ムを見ながら, 教師の役割に つ い て 考

える ｡

3 . 新潟大学留学生セ ンタ
ー

の教育プロ グラ ム の具体的例

3 . 1 . 日本語研修コ
ー

ス におけ るプ ロ ジ ェ クトワ
ー

ク

日本語研修コ
ー

ス のプ ロ ジ ェ クトワ ー クは, 従来のク ラスだけでは, 学生それぞれが必要

とする日本語に十分対応が できない ため , 留学生が興味 を持 っ て い る各自の テ
ー

マ に つ い

て ア ン ケ ー トやイ ンタ ビ ュ ー 調査 をおこ ない その調査デ
ー タを分析 し, み んなの前で発表

するプ ロ ジ ェ ク トである . 当セ ンタ
ー で は

, 設立以来, 個別学習 の バリ エ
ー

シ ョ ンの
一

つ

として コ ー ス の中に取り入れ, さらに, 日本語研修コ
ー ス の修了要件として , 公式の発表

の 場を設け, 学生たちが実際に発表をお こなうこ とにな っ て い る o 当初,
学生たちが, 従来

の クラ スで学習 した文法項 目を中心に, ｢ 話す
･ 聞く ･ 読む ･ 書く+ とい う四技能を総合

的に学習 して い くこ とが , 目的で あ っ た｡ しか し, 筆者は, プ ロ ジ ェ クトワ
ー ク の 指導を重

ねて いくうちに, 発表に向けて , ア ンケ
ー トを したり, デ

ー タを作成 したりするなか で, 戟

師やその他の 日本人と, また他の 留学生と, さま ざまなやりとりをお こ なう, その過程そ

の もの が, 学生たちの 日本語学習 に と っ て , 非常 に意味が あるこ とに気づ い たo こ れは, ま

さ に, 状況学習論の 主張する ｢ 学習+ であり, 学生たちは, 自分たちが本当に知りたい こ と

杏, さまざまな人たちの 助けを借りたり, 話 し合 っ たりする, イ ンタ
ー ア ク シ ョ ンの 中で ,

調査する ｡ そ して , また同様にさまざまなイ ンタ
ー

ア クシ ョ ンを経て , 自分の伝えたい こ

とをプ レゼ ン テ ー

シ ョ ンとい う成果物 にする . 学生たちは, こ の さまざまなイ ンタ
ー ア ク

シ ョ ンの なかで
,
日本語とい う言語の習得の み ならず, 日本文化に関する こ となども学習

して い くので ある ｡

宇佐美 ･ 土屋 (1 9 9 9) で は, 学生たちに, プ ロ ジ ェ クトワ
ー クで どの ようなこ とを習得

したか を学生たちにア ンケ
ー ト形式で たずね, プ ロ ジ ェ クトワ

ー ク の 中で のさまざまな人

とのやりとりの 内容および過程を, 学生たちに振り返 らせて い為｡ また, 足立 ( 1 9 99 a )

では, プ ロ ジ ェ クトワ
ー

ク の 過程で どの ように学生 に指 導をお こ なっ たか , 記述を し, 教

師の役割につ い て考察 して い る ｡ 今後の課題として は, さらに, プ ロ ジ ェ クトワ
ー ク に関

して の調査 ･ 研究をすすめ , 学生たちがお こ な っ たプ ロ ジ ェ クトワ
ー クの評価法の 開発が

必要で あると考える ｡

3 . 2 テ レ ビ会議シス テ ム を利用 した日本語 トライア ルクラス

テ レ ビ会議シ ステ ムに つ い て は, 大藤氏が本紀要で論じて い るの で, こ こで は, 詳しく述

べ ない が, 当セ ン タ
ー

で は, 旭町キャ ン パ ス と五十嵐キ ャ ンパ ス を電話回線で接続 して ,

青も映像も送れ るテ レビ会議 シ女テ ムが ある . こ のテ レビ会議 シス テ ムは, 遠隔授業をお

こなうこ とが 一

番の 目的で あるが, 昨年 の 5 月か ら6 月にか けて, 筆者は, 押谷 , 大藤両氏

とともに, テ レ ビ会議システ ム を利用 したコ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン活動重視のク ラス を試験的

に実施 したo ( 注 5) こ の試験的な授業の目的は, 1 . 距離を利用 した コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ンギ

ャ ッ プの 活動をお こなう, 2 . 教師がテ レ ビ会議シス テ ムの 操作 に慣れる, とい うも の であ

-
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つ たが
,
結果と して , 前述の 2 点以外に, 教師を含む参加者 の イ ン タ ー ア クシ ョ ン の 豊富

さがあ っ たo つ まり, 旭町キャ ンパ ス と五十嵐キャ ンパ スの距離が, 学生 と学生 学生 と教
節, 教師と教師とい っ たさまざまなイ ンタ ー

アク シ ョ ンを生んだ. こ の イ ンタ ー ア クシ ョ

ンの 中で
, 学生たちは, 日本語の ｢ 正確さ+ だけではなく

,

｢ 涜暢さ+ も同時に身に つ ける

状況が観察で きた｡

テ レ ビ会議 シス テ ムに限らず, 前述の プ ロ ジ ェ クトワ ー クも, 学生たちにとっ て, ｢ 自分

の 言い たい こと
, 伝えたい こ と+ であれば, そ の ため にさまざまな努力を し, 日本語を使 っ

て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン をとろうとする o こ れは, 人 との か かわ りあい の 中で , 自己実現 の

ため に
, 自分独自の 方法で

,
社会 的な活動に参加 し, 協調 関係 を保ちなが ら予測不可能な

困難 にも十分 に対処するとい っ た異文化適応 の プ ロ セス にも似て い る ｡ よ っ て, ｢ 本当に

言い たい こと, 伝えたい こ と+ すなわち, 真の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンをとりたくなるような

状況を
,
教師が作り出す工夫が重要で ある ｡

テ レビ会議 シス テム を利用 した授業研究は , 今後も進め てい く予定であるが
,
ただ単に

授業 の効率化 をは かる ため の もの で はなく
, 状況学習論 にもとづ い た, 学生たちの 自主的

な日本語学習の促進のために活用してい くよう, さまざまな工 夫を考えてい きたい ｡

また
,

一

番重要なこ とは, プ ロ ジ ェ ク トワ ー クもテ レ ビ会議 シス テ ムを利用 した日本語

クラス も, さまざまな学習者の ニ ー ズ にこ たえるため の クラス の バ リ エ ー シ ョ ンの 一

つ で

ある o よ っ て, 繰り返 しになるが, 当セ ンタ ー で は, 唯
一

無 二 の 絶対的な教授法とい うので

はなく, 従来 の授業と有機的 に組み合わせ なが ら
, 日本語の コ ー

ス を学生たちに提供 して
い くこ とを最優先として い る｡

4 ･ ア ドバイ ザ
ー

と して の教師の役割

以下の ｢ 教師の 関わり方の 洩れ+ は, 足立 (印刷中) で提唱 した留学生と日本人学生の

共同作業における教師の関わり方を, 先に述 べ た日本語教育プ ロ グラ ムの プロ ジ ェ クトワ
-

クやテ レ ビ会議 シス テ ムを利用 した日本語 クラス にも適用で きる よう に
,

の である ｡

整塾 蜘 拠

《ある教室活動の凍れ》 《教師の働 きかけ》

序盤

J
中盤

《結果》

一

般化 したも

①教室活動全体に対して → 学生の主体的な学習活動
へ

作業手順 をどのように
お こ なうかi

② 〔作業の進行i
全体的なこと,蒜芸㍉

③〔インタ ー

ア ク シ ョ ンに関する助言〕
プ ロセ ス レベ ル を重視 しながら → とい うゃり

'

t りをとお
し,

アウトプ ッ トレベ ル に関する助言 成果物をつ くる ｡
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終盤

④ 〔フ ィ ー ド/†ツ ク

各個人 へ の助言

成果よ作成
やりとりの過程 を

学生 一 人 一 人がふり
かえり客観化 する ｡

足立 ( 1 99 9 a) で は, 氏. L
. O x f o r d ( 1 9 9 0) の 学習者ス トラテ ジ -

, 特に間接ス トラテ ジ
ー

に注目 し, 教師の しなければならない 項目を提案したが
,
もう

一

度, R .
L

. 0 Ⅹf o r d ( 1 9 9 0)

の 間接ス トラテ ジ ー と照 ら し合わせ なが ら, 上 の ｢ 教師の 関わり方の 流れ+ を詳 しく説明

する ｡

① 教室活動全体に対して作業手順をどの ようにおこなうかにつ い て助言

R .
L

. 0 Ⅹf o r d ( 1 9 9 0) における ｢ メタ認知ス トラテ ジ ー

+ の 中の 学習者が ｢ 自分の 学習

を正 しく位置づ ける+ ｢ 自分の学習 を順序 立て計画する+ ための助言で ある ｡ こ の 助言

によ っ て
, 学習者は , 主体的な学習活動がより円滑 に行える ｡ 学習者によ っ て は, こ の

助言なしに, 主体的に進めることがで きる場合もある ｡

足立 ( 1 99 9 a ) では,

｢ 十年な情報提供 と学生 との共通認識の 確認+ を教師の 役割項

目として あげて い るが, ｢ 十分な情報提供と学生との 共通認識 の確認+ は, 学習者が ｢ 自

分の学習を正 しく位置づ け+ , ｢ 自分の学習を順序立 て計画する+ ため に不可欠で ある ｡

② 作業の進行に関する助言

①と同様 , 学習者が , 学習活動の 途中でもう
-

度 ｢ 自分 の学習 を順序立て 計画+ して い

るか どうか確認するため の助言である ｡

③ イ ンタ ー

アク ショ ンに関する助言

R ･ L . 0 Ⅹf o r d (1 9 9 0) における ｢ 社会的ス トラテ ジ
ー

+ の 中の ｢ 質問をする+ ｢ 他 の 人々

と協力する+ ｢ 他 の 人と エ ンパ シ ー を持 つ + に関係する助言で ある ｡ ｢ 質問をする+ た

め の 助言で は
,
教師は具体的 に質問の やり方を教える こ ともあ る ｡ ｢ 他 の 人々 と協力

する+ ｢ 他の人とエ ンパ シ ー を持つ + ため には, 教師の直接的な助言で はなく, 教室活

動自体 にそれぞれの学習者が協力 したり共感を持 っ たり しない と教室活動が できない

ような しか けを作 っ て おく｡

④ フ ィ
ー ドバ ッ ク

R ･ L
. O xf o r d ( 1 99 0) における ｢ メタ認知ス トラテ ジ ー

+ の ｢ 自分の学習をきちんと

評価する+ に関係 する助言で ある｡ 多くの教師が, 教室活動を行 っ たり､ 成果物を作

つ たりする こ とに意識が い っ て しまうため ､ 最後 の フ ィ ー ドバ ッ ク を十分行わない場合

がある ｡ しか し
, 他 の 人たちとの イ ンタ -

ア クシ ョ ンを通 じて さまざまな言語習得 を し

たとい うこ とを学習者に自覚させなければ, 学習者は自分の学習をきちんと評価する
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こ とがで きない ｡･ したが っ て, フ ィ - ドバ ッ クは教師の役割と して重要な意味を持 つ .

R .
L

. 0 Ⅹf o r d(1 9 9 0) の間接ス トラテ ジ
ー には, ｢ メタ認知 ストラテ ジ

ー

+
｢ 社会的ス トラテ

ジ ー

+ 以外 に ｢ 情緒ス トラテジ
ー

+ がある ｡ こ の ｢ 情緒ス トラテ ジ
ー

+ に関 して は, 学習

者の 学習過程 すべ て の 局面で深く関わ っ て い るもの で ある9 足立(1 99 9 a) では,

｢ 教師自身

が相談役 ･ 助言役である こ との 自覚+ も教師の役割と して あげて い るが, こ の項 目は
｢ 情

緒ス トラテ ジ ー

+ を支援するため の役割で ある ｡ 井上 ( 1 99 9) に よる と, 留学生 カウ ンセ

リ ングの 課題と して ,
1 .言語的課題, 2 . 文化差の課題, 3 .発達的課題, とい う 3 つ の課題が

ある とい う｡ こ の 3 つ の 課題は, 日本語教師の ｢相談役
･ 助言役+ の 役割にも注意点と し

て あげるこ とが で きる｡ 言語的課題に関 して は, 教師と学生 の 母語が異な る限り, 言語的

誤解等が生 じる可能性を, い つ も教師は認識 しておかなければならない で あろう｡ 文化差

の 課題 に つ い て は, 教師自身が, 無意識的に, 留学生に日本文化 ヘ の 同化を強 いて い ない

か どうか
,
十分配慮 しなければならない ｡ 発達的課題 に つ い て も, 大学院予定者で 占め る

日本語研修 コ ー ス (予備教育) の 場合は ,
留学生は ,

人格 がはぼ完成 して い る成人で ある

が, 学部留学生の場合は,
発達過程に ある学生で あるの で ,

発達的な側面にも注意をして助

言をおこ なうベ きである ｡

特に , 日本語教師の 場合, 文化差や発達的な課題 に つ い て は, 従来あまり教師の 役割と

して 必要とされて なか っ たもの で ある. しか し, 留学生教育とい う枠を越えて グロ
ー バ ル

教育と して の新 しい 大学教育の ありかたが必要にな っ て きて い る現在 , 専門の カ ウ ンセ ラ

ー だけで なく, 大学の教員全員が再考しなければならない課題で ある｡

5 . 今後の 課題

新潟大学の 留学生は ,
日本とい う異文化 また, 新潟 とい う異文化で , 新 しい 言語で あ

る日本語を学び, 異文化学習を行 っ て い る ｡ 筆者が, 語学教師と して い つ も気 に して い る

こ とは, 留学生に学習の ための 学習を強 い てはい ない かとい うこ とで ある｡ 留学生にと っ

て,

日本留学の 一 番の 目的は, 自分の 専門の 研究で ある の で , 留学生が各E] , 自分 にと っ て必

要な日本語は何か を自覚できるような環境整備および教師の 助言が 必要で ある ｡

今後の課題として は, さらに具体的な教師の役割に つ いて の研究および, コ
ー

ス全体の

開発 プ ロ グラ ムの 研究 をおこ ない , 留学生教育だけで なく, 他学部と連携をとりながら新

潟大学全学生の ための コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン プロ グラム の開発 をすすめて い きたい ｡

荏

(注1)

(注2)

(注3)

(注4)

( 注5)

横 田( 1 9 9 8) , 宮本
･ 松岡 ( 1 9 9 8) , 徳井 ( 1 9 9 7) など｡

倉地( 1 9 9 7) は, 1 9 86 年以東 多文化間教育の具体的な教育活動を, 学習者や

教育現場 の さまざまな状況や ニ ー ズ に合わ せて , 複 数の ア プ ロ
ー

チ を取り入

れ,

日本語 ･ 日本事情教育を実践 して い る ｡ 也.5 3)

西口( 1 9 9 9) p p .8 - 1 0

足立( 1 9 9 9b) p p .
1 6 - 1 8

足立 ･ 押谷 ･ 大藤 ( 1 9 9 9) ｡ 平成 1 1 年度目本譜教育学会 (岡山大学) で 口頭発

-

3 2
-
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